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概 要

西谷研究室では，これまで卒業論文を執筆する際，アウトラインプロセッサー
TAOに直接 LATEXの命令を付加した形で原稿を作成し，それを txt形式で書き出
しを行い，LATEXを実行して pdfファイルを得るという方法を使ってきた．
しかし，LATEX初学者にとって LATEX命令や規約を参考書やWeb等で調べなが
ら，本文の文章を練って執筆するのは，文章以外に LATEXの使い方に余計な気を
取られてしまい，文章作成自体のみに集中できず，作業効率が悪いという問題点
があった．
そこで今回「何とか文章作成において頻出の LATEX命令の入力だけでも軽減で
きないか」という課題の元に，それを実現するフィルター開発に取り組んだ．
手法として，原稿作成段階において，主要な LATEX命令をWikiの一種である

PukiWikiの記法に置き換えるという手法を用いた．具体的には，PukiWiki記法
をHTMLのタグに変換するための既存のフィルター pukipa.rbを雛形とし，LATEX

命令変換用へと改良することにより，PukiWiki記法を LATEX命令へと変換可能に
した．
具体的な雛形フィルターの改良としては，まず雛形フィルターの構造分析を行っ
た．その結果，HTMLタグの出力部分を加工し，代わりに LATEX命令を出力する
ように改良すればうまくいくのではないかという仮説を得られたため，HTMLタ
グと LATEX命令の対照表を作成し，その表を元にプログラムを改良した．
その際，雛形フィルターのデフォルト機能 (見出し，記号付きリスト，番号付き
リスト，定義語)に加えて，章，段落，数式の処理，コマンドの処理，相互参照の
ラベル付け，コメントアウト機能を新たに追加することによって，より一層文章
作成環境を充実させた．
また 0タイプリリース後のユーザからの改良要望と作業効率の向上のため，プロ
グラム実行時に，複数のフィルターが順次一括実行され，LATEXの実行および pdf

ファイルを得て，それを openするまでの一連の流れを一回のプログラム実行で可
能にした．
この結果，文章作成のみに集中しやすくなり，また原稿作成段階において，文
章全体の体裁を視覚的にも捉えやすくできたため，文章作成への集中と作業効率
の向上の実現につながった．
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第1章 研究の目的・背景

1.1 文章作成環境比較によるEditorの選定
私たち西谷研究室では，卒業論文を執筆する際 TAOというアウトラインプロ
セッサーと組版ソフト LATEXを用いている．
文章作成ソフトとしてはWordが一般的であり，WordにはWYSIWYG(What

You See Is What You Get)という言葉で表されるように，ユーザーが入力した内
容，つまり画面に表示された内容が印刷などの出力が一致するという利点がある．
これはユーザにとってとてもわかりやすい仕組だが，逆に言うとユーザーがレイ
アウト作業のすべてを行わなければならないわけで，執筆以外にも労力が必要と
なる [3]．具体的な不満点としては，図や表を入れたときに番号を振り直す必要が
生じることや，全体構成を変更した際，目次部分も変更しなければならないなど，
編集が進むにつれて付随して生じる変更があまりにも手間である．
また，卒業論文のように何十ページにもわたる文章を書くとなると，どこに何
が書いてあるのか一目で判断したり，思い出して編集するのは非常に困難であり，
編集環境の面からも文章作成自体にのみ集中することが難しい．
そこで，文章を階層構造の形式で作成し，ユニットごとに展開や折り畳んだり
できる編集環境に優れたアウトラインプロセッサーTAOを文章作成のエディター
として採用している．TAOを用いることにより，章や見出し単位での文章の編集・
管理が可能となるため，文章作成以外のことに神経や労力を使うリスクを軽減し，
文章の作成のみに集中することができる．

1.2 組版ソフトLATEXの選択
また，本研究室では複雑な数式を扱うことが多いため，数式が美しく表示でき
る組版ソフトを選ぶことが必要不可欠である．そのため本研究室では，数式の扱
いに長けた組版ソフト LATEXを採用している．
以下に LATEXによる数式組版の例を示す．

ri(t + h) = ri(t) + h
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このような複雑な数式を美しく組版処理できるのがLATEX最大の特徴であり，理
系の文章作成において重宝されている理由の一つでもある．

1.3 従来の卒論執筆方法と提案方法の比較
本研究室の従来の卒業論文の執筆方法としては，エディターとしてTAOを用い，
そこに直接LATEXの命令を使って本文を書き，それをTEX形式で書き出し，LATEX

を実行して pdfファイルを得るという方法であった．しかし，初めてLATEXを使う
者にとって，LATEXの命令というのは取っ付きにくく，複雑なものであり，LATEX

の命令をいちいち参考書などで調べながら本文を書いていくなど，文章作成自体
に集中しづらいという不満な点もあった．
そこで今回作成したのが，Wiki2LATEXフィルターである．従来の方法で不満の
あった LATEX命令のうち，文章作成において頻出である命令をPukiwikiの記法と
その他に自分で設定した記号に置き換えることにより，わずらわしい LATEX命令
の入力作業の軽減を実現した．

図 1.1: 従来の方法と提案方法の執筆方法比較
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これにより，TAOでの本文作成段階において，レイアウトも視覚的に捉えやす
く，本文の作成に集中しやすい文章作成環境を実現した．以下にTAOでの原稿作
成段階においての，従来の方法と今回開発した新たな方法を用いて作成した原稿
のサンプルをそれぞれ示す．

図 1.2: 従来の方法と提案方法のTAO原稿比較
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第2章 フィルターの開発手法

2.1 アジャイル開発手法による開発方針
今回フィルターを開発するにあたり，開発方針としてアジャイル開発手法を採
用した．アジャイル開発 (agile development)手法とは，適応型の計画を行い，タ
イムボックスを適用しながら反復型・進化型の開発を行い，段階的に出荷するも
のである．アジャイル開発手法のモットーは「変化を受け入れる」ことであり，戦
略上重要なことは「機動性」である．
アジャイル開発手法の共通の見解として，アジャイルアライアンスの宣言と原
則がある．アジャイルアライアンス宣言の具体的な例としては，

• プロセスやツールよりも，個人と相互作用

• 包括的なドキュメントよりも，動くソフトウェア

• 計画に従うよりも，変化に対応すること

などが挙げられる．これは左側の項目にも価値があるが，右側の項目の価値を
重く見るということである．
またアジャイルアライアンス原則の具体例としては，

• 最も重要なことは，価値あるソフトウェアを早い段階から継続的に納品し，
顧客を満足させることである．

• たとえ開発が進んだ後であっても要求の変更を歓迎する．アジャイルなプロ
セスとは，顧客の競争優位のために変化を生かすものである．

• 動くソフトウェアを頻繁に納品する．その間隔は２，３週間から２，３ヶ月
で，短いほど良い．

• 動くソフトウェアこそが進捗を計る一番の尺度である．

• アジャイルなプロセスは，開発の持続可能性を促進するものである．スポン
サー，開発者，ユーザーが一定のペースを無期限に保てなければならない．

• 簡潔さ (できる限り作業しないで済ませる術)こそ本質である．
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• 最も優れたアーキテクチャ，要求，設計は，自己組織化チームから創発され
るものである．

• チームは定期的に，より効果的な方法を検討し，自分たちのやり方を調整し
適合させる．

などが挙げられる [7]．
今回フィルターを開発するにあたって，アジャイル開発手法の方針に則り，ま
ずある程度の実用的な機能が実装された動くプログラムが完成した段階でそれを
０タイプとし，そのプログラムと使い方のマニュアルを研究室内の学生に配布し，
実際の卒論作成に使用してもらう．その後使用していて，不具合や不満に感じる
点をフィードバックしてもらい，それを元に改善改良をする．この流れを何度も
繰り返し，よりユーザにとって使いやすいフィルターを開発していく．

2.2 使用プログラミング言語Ruby

Rubyとは，まつもとゆきひろ氏により開発されたオブジェクト指向スクリプト
言語である．一般的に，Ruby は数値計算には向いていないと言われる．実際に，
Ruby は Cや Fortanなどの他の言語と比べ，実行速度などの面で遅い．しかし，
Rubyの言語は，単純な構文で書かれており，可読性に優れている．さらにコンパ
イルを必要としないインプリンタ方式を採用しているため，実行の手間が少ない．
加えて，高機能なスクリーンエディタとして有名なEmacsと併用すれば，構文に
応じてスクリプトが色分けされるので．開発環境が非常に良いものとなる．本研
究では，すべてのプログラムをRubyを用いて作成した．

2.3 Wiki2LATEXフィルター開発の雛形

2.3.1 PukiWikiとは

PukiWikiというのは PHP言語で実装されたWikiの一種で，Wikiの中でも相
当メジャーな部類に入る．

Pukiwikiの文法はプレーンテキストをベースに，直感的な記述ができるように
なっている．見出しは大きい方から「*」「**」「***」で表現され，今回作成した
フィルターでは見出しレベル３ (***)までサポートしている．なぜなら対応する
LATEXの見出しレベル命令が３ (subsubsection)までしか存在しないためである．
また箇条書きは，「-」または「+」を使って記述する．「-」が記号付き箇条書き，

「+」が番号付きの箇条書きである．箇条書きの一項目は必ず一行で書かなければ
ならず，複数行にわたる項目はサポートされていない．「–」「—」のように記号の
数を増やせばネスト (入れ子)した箇条書きも記述可能である．
また定義リストも記述可能となっている [1]．
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2.3.2 pukipa.rb

自作フィルターの雛形として pukipa.rbを参照した．pukipa.rbは，Pukiwikiの
独自文法をHTMLに変換するParserである．Parserとは，入力データを受け取っ
て，認識可能なパターンを抽出するソフトウェアである [6]．
以下に pukipa.rbのソースコード上での呼び出し関係を図で表現したスタティッ
クコールグラフを示す．

図 2.1: pukipa.rbのスタティックコールグラフ

このスタティックコールグラフより，pukipa.rbの処理方法は読み込んだソース
データを見出し部分，箇条書き部分，引用部分などそれぞれの機能ごとに正規表
現で分岐させ，機能ごとにHTMLへと変換する関数を作成して変換していること
が分かる．
この構造は変換前のwikiと変換後のHTMLの対応が視覚的に捉えやすく，今回
のようにHTML以外のフォーマットに改良する際に効率的に作業を進められる構
造である.

そこで，この雛形フィルター pukipa.rbの構造解析より，「プログラム全体の構造
は変更せず，各々の関数部分のHTMLタグを出力している部分を LATEX用に変更
すれば良い」という方針が導かれた．
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2.4 雛形フィルターpukipa.rbの改良
pukipa.rbを参考にして，Pukiwiki記法で書かれた txtファイルを LATEX形式に
変換するフィルターを作成した．具体的には，まずHTMLと LATEXの主要なコマ
ンドの対照表を作成し，それを元に pukipa.rbにおけるHTMLの出力部分をそれ
ぞれ対応した LATEX命令を出力する形に変更した.

表 2.1: HTMLタグと LATEX命令対照表

　また，元の pukipa.rbではサポートされていなかった章，パラグラフ，数式処
理とコマンド処理は，元のTAOの原稿作成段階で「先頭にそれぞれに対応させた
記号を付ける」という規約を設定し，正規表現を用いてその部分をマッチングさ
せて LATEX形式へと変換できるように改良し，機能を追加した．以下にそれぞれ
の作業過程を詳述していく．
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2.4.1 記号割振りの再編

HTMLタグとLATEX命令の対照表を作成し，pukipa.rbを改良した後，今度はそ
れぞれの LATEX命令に対応する記号割当を行った．
見出し，記号付きリスト，番号付きリスト，定義語に関しては，元の雛形とした

pukipa.rbのデフォルトと同じ記号を用いたが，それ以外に新たに追加した機能に
ついては，自分で記号を割り振らなければならない場面があった．
そこで，まずは使用可能な記号を全て洗い出すことから始めた．LATEXにはそ
の規約によって使ってはならないとされている記号がいくつかある．具体的に
は#,$,%,&,_,{ },￥,^,～,＜,＞,|の 13個の記号である．また，上記のように
pukipa.rbのデフォルトでは*,-,+,:の 4個の記号が既に使用されていたため，こ
れら合計 17個の記号以外の記号の中から記号を割り振らなければならないことを，
使用可能な記号の洗い出しから得られた [8]．
つまり，使用可能な記号は (!,?,,,( ),.,/,;,=,@,[ ],’), 0～9 , A～Z , a～

zであった．このうち，数字やアルファベットに関しては，地のテキストやLATEX

命令の中でも用いられるため，いくら機能的に問題がないとしても視覚的に紛ら
わしく，トラブルや LATEXのエラー誘発の原因になりかねないので使用すること
は避けた．つまり実質使用可能な記号は最終的に (!,?,,,( ),.,/,;,=,@,[ ],’)

の 13個に絞られた．

表 2.2: 使用可能な記号一覧

今回新たに追加した機能は，章，段落，数式の処理，コマンド処理，相互参照
のラベル付け，コメントアウトの 6つである．以下にデフォルトの見出し，記号付
きリスト，番号付きリスト，定義語の記号とともに，記号とLATEX命令の対応一覧
表を示す．
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表 2.3: 記号と LATEX命令対応一覧

2.4.2 デフォルト機能のLATEX化

元の雛形フィルター pukipa.rbのデフォルト機能の見出し，記号付きリスト，番
号付きリスト，定義語に関して，HTMLタグの出力部分を LATEX命令の出力へと
改良した．
具体例として，見出し部分の改良について詳述する．まず見出しのHTMLタグ
と LATEX命令の対応は以下のようになっている．

表 2.4: 見出しHTMLタグ・LATEX命令対応表

HTMLタグ 対応する LATEX命令
<h1>見出し１</h1> \section{見出し１}
<h2>見出し２</h2> \subsection{見出し２}
<h3>見出し３</h3> \subsubsection{見出し３}

これを元に見出しのHTMLタグ<h1>見出し１</h1>の部分は\section{見出し
１}，<h2>見出し２</h2>の部分は\subsection{見出し２}，<h3>見出し３</h3>

の部分は\subsubsection{見出し３}の出力になるように書き換えた．また補足事
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項として，LATEXでは深さ３つまり subsubsectionまでの LATEX命令しか用意され
ていないため，深さ４以上の見出しが指定された場合には，プログラム実行時ター
ミナル上に「****はサポート外」というエラーメッセージが表示されるようにした．
実際のプログラム該当部の改良前と改良後を以下に示す．

図 2.2: 見出し変換のプログラム該当部

2.4.3 新たな機能の追加

フィルターの雛形として採用した pukipa.rbでサポートされていたデフォルト機
能のLATEX化の他に，新たに章 (chapter),段落 (パラグラフ)，数式の処理，コマン
ド処理，相互参照のラベル貼り，コメントアウトの６つの機能を追加した．
それぞれの機能の記号の割振りとしては,使用可能な 13個の記号 (節 2.4.1，図

2.2参照)の中から割当を行った．
具体的には，章には=,段落には’,数式の処理には?,コマンド処理には;,相互参
照ラベル貼りには@,コメントアウトには%を割り当てた．
これに伴い，プログラム内に新たな関数の部分を追加した．具体的にはblock_parse

内 (スタティックコールグラフ 図 2.1参照)に以下の部分を追加した．
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図 2.3: 追加機能のプログラム該当部
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第3章 Wiki2LATEXフィルターの使
用結果および改良点

3.1 Wiki2LATEXフィルターの使用結果
WikiLATEXフィルターの開発により，TAOでの原稿作成段階において記号を用
いるだけで，レイアウトを指定し，それをフィルターに通すことにより texファイ
ル形式への変換を可能にした．簡単なサンプル原稿を用いて，実行結果を変換の
流れの順に従って以下に示す．
まずTAOにおいての原稿段階を示す．テキストの先頭に記号が付いていること
が分かる．このファイルを txt形式で書き出した後に，Wiki2LATEXフィルターに
かける．

図 3.1: TAO原稿サンプル

txt形式で書き出したファイルを，Wiki2LATEXフィルターにかけて得られたも
のが以下の texファイルである．TAO段階で記述した記号が，それぞれ LATEX命
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令に変換されていることが確認できる．この texファイルを LATEX実行し，PDF

ファイルを得る．

図 3.2: 原稿サンプル texファイル

texファイルを LATEX実行し得られたPDFファイルが以下のものである．TAO

の原稿段階で指定されたレイアウト通りに組版されており，美しい文書体裁が実
現されている．記号を用いたことにより，TAOの原稿段階でもある程度レイアウ
トが視覚的に捉えやすくなったこともこの結果より確認できる．
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図 3.3: 原稿サンプル PDFファイル

以上のように記号で指定したLATEX命令はWiki2LATEXフィルターによりきちん
と変換されていることが確認された．

3.2 不具合点の改善
0タイプをリリースし，ユーザからフィードバックをもらった結果，以下の不具
合が発見された．

• URLが表示できない

URLが表示できないという不具合をユーザから指摘されたため，その点を改善
した．プログラムを見直した結果，雛形フィルターとして採用した pukipa.rbの
HTMLにおけるハイパーリンク機能が原因であることが分かった．
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そこで，該当部のプログラムを削除することにより，フィルターを通してもURL

が正しく表示できるように改善した．

3.3 ユーザの要望による改良

3.3.1 ユーザからの要望

アジャイル開発手法の方針に則り，ユーザからもらった要望を元に，フィルター
を改良した．
要望としては以下の要望があった．

• 複数のフィルターの実行を，一括で処理できるようにしてほしい．

• 不要な中間ファイルがディレクトリー内に増えないようにしてほしい．

• LATEXのヘッダーを自分で編集できるようにしてほしい．

3.3.2 組み込み関数 systemによる一括実行

０タイプシステムのリリース後，ユーザからもらった要求に中に，フィルター
が複数あるため実行時に順々に実行しなければならないのは，順番を覚えるなど
手順に気を取られて集中しづらく，かつ面倒であるという意見があった．そこで，
組み込み関数 systemを用いて最終的な pdfファイルの openまでを一回の実行で
全て一括で行えるように改良した．組み込み関数とは，単純にコマンドを実行す
る最も単純な方法で，systemメソッドはコマンドを起動して，それが終了するま
で待つ．実際にはプログラム中では以下のように使用する [2]．

> system "ruby defaultparse.rb paper.txt > paper.tex"

その際に最終的には不要である中間ファイルが一回の実行に伴い，いくつも生
成されてしまうので，プログラム実行後，自動的に削除されるように temp_file

を用いてこの問題を解決した．なお temp_fileについては節 3.3.3 (P.18 )を参照．
実際のプログラムの動きとしては，以下のことが一括で行われている．例として
paper.txtという txtファイルを引数とし，コマンドオプションを指定しなかった
場合の実行例を以下に示す．

> ruby stringcodechange.rb paper.txt

> ruby enn2backslash paper.txt > temp_file
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> ruby defaultparse.rb temp_file > paper.tex

> platex paper.tex

> dvipdfmx paper.dvi

> open paper.pdf

以上のプログラムが system.rbというプログラムを一回実行するだけで，一括
で実行されるようになった．以下が一括処理を可能にした system.rb内でのプログ
ラム実行の流れである．

図 3.4: system.rb内の流れ

3.3.3 一時ファイル作成による不要中間ファイル自動削除処理

一時ファイルとは，スクリプトの中で作成され，スクリプト実行終了時に自動
で削除されるファイルである [2]．
今回作成したフィルターを実行する中で，いくつもの中間ファイルが作成され
るため，放っておくとディレクトリー内にどんどん不要なファイルが増えてしま
い収集が付かなくなってしまう問題があった．
そのため，今回必要な中間ファイル以外はすべて一時ファイルとして実行終了
後に自動削除されるようにした．なお具体的な必要とする中間ファイルは txtファ
イル，texファイル，dviファイル，pdfファイルである．
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3.3.4 オプションパース (Option Parse)による書式柔軟性の向上

オプションパース (Option Parse)とは，様々な命令をコマンドラインで付け加
えられるオプションである．今はGUIの時代ではあるといえ，コマンドラインに
はコマンドラインの良さがある．本研究におけるコマンドラインオプションで言
えば，実行する際に，様々なオプションが設定できることによって，ターミナル
上でオプションを使えるという利点がある [4]．
今回フィルターの実行時に使用できるコマンドラインオプションを作成した．

system.rbというプログラムを実行時に，-nまたは–nudeとコマンドオプションを
指定し実行すると,TEXファイルに変換する際に，ヘッダー部分とフッダー部分の
LATEX命令を出力せずにパースできる機能である．ヘッダーの具体例としては，デ
フォルトでは,

\documentclass[12pt,a4j]{jreport}

\pagestyle{plain}

\usepackage[dvipdfm]{graphicx}

\usepackage{here}

\usepackage[psamsfonts]{amssymb}

\begin{document}

を付加した形でTEXファイルへと書き出すようになっているが，もしその他の書
式や文字フォント，用紙のサイズを使用したい場合にいちいちプログラムを書き換
えなければならないのは大変面倒である．そのためヘッダーとフッダーは付加せ
ずに書き出すようにすることで，TAOでの原稿作成段階で，柔軟に書式選択，用
紙のサイズ設定，文字のフォント調節を手動でも設定可能にした．
ではなぜデフォルトの設定も必要なのか？という疑問が発生するが，今回のフィ
ルターはあくまで卒業研究というある程度書式等があらかじめ決められた書物の
執筆であることと，LATEX初学者でも気軽に使ってもらえるシステムの実現にはデ
フォルトで設定なしに使えるものを提供する必要があると考えるためである．
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第4章 総括

本研究室では,卒業論文を執筆する際,アウトラインプロセッサーTAOに LATEX

命令を直接埋め込み,それを txt形式で書き出した後にコンパイルしてPDFファイ
ルを得るというのが従来の手法であった.しかし,この方法は LATEXの使い方,つま
り LATEX命令や規約に気を取られてしまい,文章構成や図,表など肝心な文章の推
敲のみに集中できないという不満点があった.

そこで今回「文章作成において頻出の LATEX命令の入力だけでも何とか軽減で
きないか」という課題の元に, それを実現するフィルター開発を行った. 手法と
して,従来の方法で TAOに直接 LATEXを埋め込んでいた代わりに Pukiwiki記法
を用いることによって文章の体裁を指定した.またPukiwiki記法をHTMLのタグ
に変換する既存のフィルター pukipa.rbを雛形とし, Pukiwiki記法を LATEX命令に
変換するフィルターに改良した.これが今回開発したWiki2LATEXフィルターであ
る.今回開発した方法では,TAOに埋め込んだ Pukiwiki記法を txt形式で書き出
し,Wiki2LATEXフィルターに通してコンパイルして PDFファイルを得た.

具体的な作業としては雛形フィルター pukipa.rbを解析し,その結果から，それ
ぞれの機能の変換は各々関数が作られており，そこでそれぞれ個別に処理されて
いることが分かったため，pukipa.rbの全体の構造はそのままに,HTMLタグの出
力部分のみをLATEX命令を出力するように改良するという方針を決めた.その方針
に基づき,HTMLタグと LATEX命令の対照表を作成し,その表を元にプログラムを
改良した.その結果Wiki2LATEXフィルターを使用することにより, TAOでの原稿
作成段階で使用した記号を LATEX命令へと変換可能にした.

また,雛形フィルターのデフォルト機能 (見出し,記 号付きリスト,番号付きリス
ト,定義語)に加えて,章, 段落,数式の処理,コマンドの処理,相互参照のラベル 付
け,コメントアウト機能を block_parse関数部分に新たに追加することによって,

より一層文章作成環境を充実させた.

その結果，今回開発したWiki2LATEXフィルターを使用することで,LATEX命令の
記述にかかる手間が大幅に軽減され,文章作成のみ集中しやすい環境を実現した.

また原稿作成段階においても不要なLATEX表記を省略して表示されることから,文
章全体の体裁を視覚的にも捉えやすい文章作成環境が実現された.

現状ではLATEX命令の全てを網羅するには到底及びはしないが，文章作成におい
て頻出の LATEX命令の入力を簡略化できたことは,LATEX初学者のユーザーにとっ
ては非常にストレスレスな環境の実現であると言える．
またWiki2LATEXフィルターの開発以外にも，一回のプログラム実行で，全ての
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フィルター実行と LATEX実行および PDFファイルの取得から openまでを一括で
行えるようになったことは，作業効率の向上という面において，非常に有用であっ
たと言えるのではないだろうか．
しかし，理想を言うならば不満点もまだまだ存在することは否めない．現在使
用している自作フィルターのプログラムは，広義にはTAOを LATEXに変換し，最
終的に PDFファイルを得ているが，実際には TAOに PukiWikiという道具を用
いて文章の体裁を予め指定して書き出ししているのが現状である．しかし，最も
理想的な形は，PukiWikiも使わずTAOの元々の階層構造を活かしたまま，LATEX

の命令に対応させて変換する形である．
現段階で挙げられる方法としては，TAOを txt形式で書き出すのではなく，opml

形式で書き出し，XMLparserを改良し，TAOの階層構造を活かしたままでのLATEX

へ変換するという方法であるが，現時点では文章の体裁面 (見出し等以外の箇条書
きや定義語，数式など)をいかにPukiWikiでの指定なしに変換するのかという課
題があるのが現状である．
また現在使用しているプログラムは，特にClass等を使っておらず，プログラム
としては美しいプログラムとは言い難い．今回のように，元々HTML用であった
雛形プログラムを LATEX用に書き換えるという作業面においては，現状の整理さ
れていないプログラムの方が改良しやすいというメリットはあるが，将来的には
デザインパターンのObserverパターンのような美しいプログラムへ改良していく
ことが今後の課題である．

21



参考文献

[1] 青木峰郎 著 「Rubyist Magazine出張版 正しい Rubyコードの書き方講座」
（株式会社 毎日コミュニケーションズ　 2007).

[2] 青木峰郎,後藤裕蔵，高橋征義 著「Rubyレシピブック 第 2版 268の技」(ソ
フトバンククリエイティブ株式会社 2007).

[3] 北浦訓行 著 「LyX入門」(株式会社 技術評論社 2009).

[4] るびきち 著 「Ruby逆引きハンドブック」(株式会社 シーアンドアール研究
所 2009).

[5] デイビット・クロス 著「Perlデータマイジング データ加工のテクニック集」
(株式会社 ピアンソ・エデュケーション 2003).

[6] ラス・オルセン 著「Rubyによるデザインパターン」(株式会社 ピアンソ・エ
デュケーション 2009).

[7] クレーヴ・ラーマン 著 「初めてのアジャイル開発」(日経BP社 2004).

[8] 奥村晴彦 著 「LATEX2ε美文書作成入門」(株式会社　技術評論社 2004).

22



謝辞

本研究を遂行するにあたり，終始多大なる有益なご指導，及び丁寧な助言を頂
いた西谷滋人教授に深い感謝の意を表します.

また，本研究の進行に伴い，西谷研究員の皆様にも様々な知識の提供，ご協力
を頂き，本研究を大成することができました．最後になりましたが，この場を借
りて心から深く御礼申し上げます．

23



付 録A Wiki2LATEXフィルター利
用手引き

A.1 規約一覧
• 記号は必ず文頭に付ける

• 数式，コマンドを連続で記述する場合は，間に空ユニットを１行挿入する

• 見出しは深さ３ (subsubsection)，リストは深さ２までのサポート

• 改行は returnキーでの同ユニット内での改行ではなく，兄弟のユニットを
使っての改行とする

– 記号が先頭と見なされなくなってしまうため

A.2 TAOファイルの書き出し
保存したいTAOのファイル上部のタブから，[ファイル]→ [書き出し]を選択

図 A.1: [ファイル]→ [書き出し]の選択
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保存先をフィルターを保存したディレクトリに指定し，形式を [テキスト形式]，
エンコーディングを [UTF-8]に指定して書き出しを実行する．この際，チェック
ボックスは何も選択していない状態になっていることも確認する．

図 A.2: 形式，エンコーディングの選択

これにより，ファイル名と同じ名前の txtファイルが得られる．

A.3 Wiki2LATEXフィルターの使用手順

A.3.1 オプション

またオプションとして，以下のように-nまたは--nudeを付けて実行するとLATEX

のヘッダーとフッターが付加されていない texファイルが得られる．

> ruby system.rb -n how_to_use_tao2latex.txt

> ruby system.rb --nude how_to_use_tao2latex.txt

またオプションの内容が知りたい場合は-hを指定して実行すれば説明を見るこ
とができる．

> ruby system.rb -h how_to_use_tao2latex.txt
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A.4 TAOでの原稿の書き方

A.4.1 対応表

表 A.1: 記号と LATEX命令対応一覧

記号 意味
* 見出し
- 記号付きリスト
+ 番号付きリスト
: 定義語
? 数式の処理
; コマンド
= 章
@ 相互参照ラベル付け
’ 段落
% コメントアウト

A.4.2 章

記号「=」を先頭に付け，続けてテキストを記述する.

これは本来の LATEX命令での\chapter{ }に相当する．

図 A.3: 章 (chapter)の変換例

A.4.3 パラグラフ

記号「’」を先頭に付け，続けてテキストを記述する.

これは本来の LATEX命令での\paragraph{ }に相当する．
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図 A.4: 段落 (paragraph)の変換例

A.4.4 見出し

記号「*」を先頭に付け，続けてテキストを記述する.

これは本来の LATEX命令での\section{ }に相当する．

表 A.2: 見出し対応表

記号 対応する LATEX命令
* \section{}
** \subsection{}
*** \subsubsection{}
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図 A.5: 見出しの変換例

A.4.5 記号付きリスト

記号「-」を先頭に付け，続けてテキストを記述する.

これは本来の LATEX命令の\begin{itemize} \item \item \end{itemize}に相
当する．

図 A.6: 記号付きリストの変換例
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A.4.6 番号付きリスト

記号「+」を先頭に付け，続けてテキストを記述する.

これは本来の LATEX命令の\begin{enumerate} \item \item \end{enumerate}

に相当する．

図 A.7: 番号付きリストの変換例

A.4.7 コマンド

記号「;」を先頭に付け，続けてテキストを記述する
これは本来のLATEX命令の\begin{quote}\begin{verbatim} \end{verbatim}\end{quote}

に相当する．

図 A.8: コマンド処理の変換例
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A.4.8 数式

記号「?」を先頭に付け，続けてテキストを記述する
これは本来の LATEX命令の\[ \]に相当する．

図 A.9: 数式の処理の変換例

A.4.9 相互参照

記号「@」を先頭に付け，続けてテキストを記述する
これは本来の LATEX命令の\label{ }に相当する．
相互参照とは，「第 5.3節を参照」や「結果は 123ページの図 10.5のようになった」
のように，ページ，章，節，図などの番号を入れることである．
参照したい部分は，出力する命令の直後にラベル (名札)を貼っておき，例えば節
番号を出力したいところでは\ref{}と入力し，ページ番号を出力したいところで
は\pageref{}と入力し参照する．[8]
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図 A.10: 相互参照ラベル貼りの変換例

A.4.10 定義語

記号「:」を先頭に付け，続けてテキストを記述する
これは本来の LATEX 命令の\begin{description} \item[語:意味]\item[語:意
味]　\end{description}に相当する．

図 A.11: 定義語の変換例
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A.4.11 コメントアウト

記号「％」を先頭に付け，続けてテキストを記述する
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